














































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 原田晃博    例会場 : 割烹「ふな又」 例会日：第２・３・４木曜日  

幹事 津多一幸  事務所：さいたま市岩槻区本町 3-8-2-203 ℡048-758-0680 FAX048-758-0681  
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◆次回の例会◆ 平成３０年８月１９日（日）     岩槻まつり例会          点鐘：１６：００ 会場：ふな又 

 

 会長挨拶       第 56代会長 原田晃博 

皆様こんにちは！本日のお客様は大宮西ＲＣ 

直前会長の高橋秀樹様、岩槻東RC会長の小宮勇 

様、萩原秀咲青少年委員長、岩槻ＩＡＣの稲山 

竜也青少年交換留学生の方々です。 

岩槻RCにようこそ、歓迎致します。 

 さて、高橋秀樹様には本日の卓話である「会 

員増強」について多くの経験の中からお話しをお願いしてお

ります。昨年の大宮西RCは16名を会員増強し会員数120名の

巨大クラブとなりました。ここ数年で3倍近くの会員増強を

なし得たストーリーを具体的にお話し戴きます。 

 また、岩槻東RCをスポンサークラブとして、2017～2018

年度青少年交換留学生の稲山竜也君、ボンジュール、お帰り

なさい。昨年の岩槻IACでお会いした時と比べて別人のよう

に立派になりました。今回の留学が彼を成長させてくれまし

た。交換留学生としてフランスよりタリータさんを迎え、5

ホストファミリーの方々にお世話になりました。岩槻東RC,

大宮東RCをはじめ第4Gのご協力を得ました。稲山君にはフラ

ンスでの報告をして戴きます。 

 本日も盛沢山の例会です。よろしくお願いいたします。 

 

クラブ研修リーダー 鈴木 隆 
8月 2日に行いました第 2回クラブ研修会には 

11名のご参加有難うございました。次回 9月も 

ご参加よろしくお願い致します。 

 

青少年育成委員長 増岡昌行 

・岩槻まつりにおけるバザー開催に伴ない、 

会員おひとりにつき 3点以上の協賛品を 

お願い致します。 

・バザー品の値付けは、18日をを予定 

 しております。宜しくお願いします。 
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「積極的に参加し、ロータリーを実践し、みんなに豊かな人生を」

 

卓話「会員増強への取り組み」 

本日のお客様 

岩槻東ＲＣ 

会長 

小宮 勇 様 

 

委員会報告 

岩槻東ＲＣ 

青少年奉仕委員長 

萩原 秀咲 様 

 

2017-18年度 

青少年交換学生 

稲山 竜也 くん 

 

 

①地区国際奉仕部門より、フィリピン国際奉 

 仕プロジェクト視察ツアーのご案内。 

②地区大会記念チャリティゴルフ大会は 8/9 

 ま でに幹事・事務局まで。 

③地区よりインターアクトクラブジャーナル 

 第 38号と 2018年 3/24～29日の日韓青少 

年交換事業報告書「チング」が届きました。 

③ＲＩ日本事務局より財団室ニュース 8月号。 

④岩槻まつり実行委員会とさいたま花火大会実行委員会よ

り御礼状とパンフレットが届きました。 

⑤さいたま観光国際協会より定例総会資料。 

⑥10月に予定しているクラブ親睦旅行の資料ご参照。 

⑦7月の定例理事会についての議事録をご覧ください。 

 

 

 

7月＆8月 誕生祝い 

 
7月 14日 田畑寛樹会員 

7月 23日 内藤 明会員 

8月 12日 小林佑次会員 

8月 31日 藤澤洋介会員 

 

 

大宮西ロータリークラブ 

直前会長 高橋秀樹 様 
 

8年前の 2010年、大宮西の会員数は 42名 

でした。前年度では 12名純増で 120名とな 

りました。さらに本年度初例会にて 3名、今週のガバナー公

式訪問で 2名が入会し、現在の会員数は 125名です。うちの

クラブの会員数が 8 年間で 3 倍に増えた要因は２つありま

す。一つは、「増強は理論ではなく実践である。」もう一つは

「増強の三本の矢」であると思っています。 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発 行   会報・広報委員会   委員長 出山知宏  副委員長 藤澤洋介  委員 志水一雄 中村 正 

出席報告 
会員数 出席数 免除者 ＭＵ 出席率 

26 17  2 73.08％ 

 

スマイル報告 
本日のスマイル合計 28,000 円 

年間累計額 120,000 円 

 

ビジター 

大宮西ＲＣ直前会長 高橋秀樹 様 

本日は貴重な時間を割いて頂いて皆様の前で卓話をさせて

頂く機会をお与え頂きまして心より感謝申し上げます。本

日は宜しくお願い致します。 

岩槻東ＲＣ会長 小宮 勇 様 

お世話になります。稲山君の帰国報告宜しくお願いします。 
岩槻東ＲＣ青少年奉仕委員長 萩原秀咲 様 

フランス帰りの稲山君と同行しました。お世話になります。 
2017～18年度青少年交換学生 稲山竜也 様 

本日は例会にお招き頂き、誠にありがとうございます。 
メンバー（50音順） 

小田光司 菊地 廣 小林 篤 小林佑次 鈴木 隆 

鈴木真樹 関根信行 田中芳明 田畑寛樹 津多一幸 

出山知宏 内藤 明 中村 正 原田晃博 増岡昌行 

三浦宣之 🌼たくさんのご芳志ありがとうございました🌼 

会員数が低迷していた 8年前のクラブは、「例会がマンネリ、

新しい奉仕活動もまったく行われていなかった、会員の平均

年齢が 63歳と高齢化し停滞感が漂っていた、会員の多くが会

長経験者で次の会長選出に苦労した、会員の誰もが増強の必

要性を感じていたが具体的な行動が無かった」と聞きました。

そんな中、在籍 28年の高橋誠一会員が会長エレクト兼会員増

強委員長に指名されたところから我がクラブの「増強物語」

が始まりました。 

 高橋誠一会員が 36 歳でロータリーに入会した当時は、「ク

ラブにキラ星の如くすごい先輩がたくさんいて面白い」と思

っていたそうです。そして、自分が会員増強委員長という役

になった以上、これからの若い会員に同じように思ってもら

えるようなクラブにしなければいけないと決意をして具体的

な増強活動を始めました。 

「増強は理論ではなく実践である。」 

高橋誠一会員は「会員 1人が、1人を増強すれば倍になる。

新しく入った会員が 1 人増強すれば３倍になる。そうすれば

地区で１番のクラブになる。」というシンプルな計画を立て、

実践していきました。 

①会員全員に入会候補者を２人書いて提出させ、例会の度に

提出していない会員に対して提出を依頼し、提出した会員に

対しては候補者の入会を促すように訴えた。 

②高橋会員自身も５名を入会させた。 

③会員増強委員長みずから自分の会社の下請け・関連会社の

経営者に声を掛けて勧誘した。会員からの紹介者があれば、

自ら出向いて勧誘した。取引先の銀行支店長に入会候補者を

紹介させ勧誘した。 

我々会員の目の前で高橋会員が具体的な行動を示したこと

により、はじめは本気にせず、冷ややかな視線で見ていた会

員も、だんだん心が動かされて、クラブ全体が本気で増強し

なければいけない雰囲気になっていきました。そして、会員

が自分の知り合いや友人を勧誘したり、新会員が新会員を紹

介することに抵抗感が無くなっていきました。「入会しません

か？」と声を掛けるのはタダです。人は、誘われて悪い気は

しないのです。こうした取り組みの積み重ねで会員数が徐々

に増えていくと、クラブの会員全員、仲間が増えることの喜

びや快感を味わってくるようになり、「ひょっとしたら、会員

１人が１人を増強する目標は達成できるんじゃないか」とい

う意識に変わっていきました。１人の熱意と実行力が会員全

員を動かし、クラブを変えていきました。 

その後８年かけて徐々に会員を増やし、昨年９月にはおか

げ様で浦和クラブを抜いて地区で１番の会員数になりまし

た。年度が替わるごとに増強活動の温度差が出ないように、

高橋誠一会員には８年間ずっと会員増強の部門委員長を引き

受けて頂いたことも功を奏したと思います。 

「増強の三本の矢」 

基本的な勧誘動機は「親睦」「奉仕活動」、そして「親睦と

奉仕を重ねて会員同士の信頼が生まれてくる中でビジネスに

繋ぐ」という三本の矢。相互扶助というロータリーの原点に

戻って、双方の事業上の利益の増大やビジネスチャンスに繋

げていく事を勧誘の動機付けとして打ち出しました。 

８年間の増強活動の結果変わったことは、会員の平均年齢

が６３歳から５２歳に若返り、６０歳未満の会員が７割を占

めるようになりました。会員在籍年数は３年未満が４４％、

５年未満は６１％という構成です。会員数が増えて若い会員

が増えたことにより、例会会場が活気づいて来ました。出席

率は７割程度ですが、80名という出席者の数の力は大きい。 

昨年度はロータリーファミリーにも積極的に参加してもらう

ように働きかけ、8月に実施した東京湾ディナークルーズでは

117 名、12 月のクリスマス例会では 154 名、新年例会では 90

名が集まり賑々しい例会が運営できています。 

また、入会申込書の裏面に「入会後にどのような奉仕活動 

 

 

スマイルＢＯＸより 

をしてみたいか」記入する欄を設け、新たな奉仕活動につなが

る案を出してもらうようにしました。理事会で承認されると発

案者本人に責任者となってもらって事業を行う事により、クラ

ブへの帰属意識や責任感や義務感が出てきます。 

人数が増えると財務体制も強くなります。昨年度の一般会計

の予算は 4700 万円です。スマイルは今年度に 720 万円繰越す

ことが出来ました。地区の補助金がなくても、色々な奉仕活動

をすることが出来ます。ロータリー財団と米山の寄付を会費の

中から支出することが出来るようになりました。よって、財団

寄付率は 100％達成です。 

会員増強は、クラブの活性化を計る意味でも、5 年後 10 年

後のクラブの将来を見据えた後継者を育成して世代交代をし

っかりするという上でも、全員で取り組んでいかなければなら

ない終わりの無い永遠のテーマです。 

クラブでは事あるごとに会員増強の必要性を訴えています。そ

して目標達成のために同じ人をずっと部門委員長にして活動

の中心になってもらっています。若手会員のモチベーションを

向上させるために、年 3回、若手対象の経営勉強会を開催し、

この時に入会候補者を積極的に連れてきてもらったところ、4

～5人が入会に繋がりました。また、毎月第２、第４例会が終

わった後に３０分間ほど、新会員が本業の紹介やビジネスにつ

いての問題を相談できる情報交換会を行っております。 

 

 


